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平成３０年度 高山工業高等学校 第１回学校活性化連絡協議会 議事要旨 

                                                                                                                       

日 時 平成３０年６月６日（水） １３：３０～１５：００ 

場 所 高山工業高校 会議室 

 

出席者 

(敬称略、 

委員名は 

50 音順) 

  

 

（委 員） 

石原 嘉和   高山市立日枝中学校 校長 

尾田 峰和   高山工業高等学校育友会 会長 

川上 哲也   県議会議員 

北村  斉   高山商工会議所会頭（日進木工㈱ 代表取締役） 

桐谷 一夫   高山市立花里小学校 校長 

高殿  尚   県議会議員 

中野谷康司   高山市教育委員会 教育長 

林  俊宏   高山工業高等学校後援会 会長 

水川  巧   高山工業高等学校同窓会 会長 

（高校側） 

浦山 朋征   校長 

村田 和宏   教頭 

北原 和弘   事務長 

岩島 義則   教務主任 

上垣内 忠   生徒指導主事 

室谷 伸治   工業部長・建築インテリア科主任 

新家 邦男   電気科主任 

境  信之   事務局・機械科主任 

（県教育委員会） 

下野 宗紀   教育総務課 課長補佐 

石原 康秀   教育総務課 課長補佐 
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１ サテライトキャンパスにおける商品販売について 

・ サテライトキャンパス“飛騨の匠工房”における生徒が製作した作品の販売売り上

げを活動に還元できるしくみについて、農業高校は農場会計があるが、工業高校に

はない。教育の現場で差がないよう検討していただきたい。また、企業が材料等を

高校に寄付し、それによって製作した作品の売り上げを学校に還元することもでき

ない。このような支援ができる仕組みも検討していただきたい。 

 

２ 地域から必要とされる人材（技術者）の育成について 

・ 我社の６割が自社で製作した機械である。３ＤＣＡＤで設計し、それによって木材

を加工する時代になっている。３ＤＣＡＤを扱える人材を育ててほしい。 

・ 我社は家具製品を作っているが、高山工業高校のすべての学科の生徒が入社してく

れている。すべての学科が地域にとって、なくてはならない学科である。 

・ 昨年から工業高校の建築インテリア科の建築類型の生徒を高山建設業協会の８社が

７月から１２月までの間、８回にわたり産業現場実習を受け入れた。建設業の現場

を肌で感じていただき、その後の進路選択においてもミスマッチがなくなることに

つながった。今年度も続けていただきたい。 

 

別紙様式３ 
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議事要旨 ・ 建設業において現場を管理する人材が不足している。地域に必要とする人材確保と

いう点で工業高校への期待は大きい。定員を確保し、人材育成のために皆さんと協

力していきたい。 

・ 匠の技を継承できるよう生徒を育てていただきたい。 

・ 小学生にとって工業高校の生徒は、地域のお兄さん、お姉さんであり憧れをもって

見られる存在であってほしい。 

・ ２年生で行っているインターンシップの日数を増やしてみてはどうか。また、複数

の企業を体験できるインターンシップを行ってみてはどうか。 

・ 工業高校の授業において、技術ばかりではなく生産管理の学習もカリキュラムに取

り入れてほしい。 

 

３ 学校活性化のための方策について 

・ 全国募集の入試制度も総括し、昨年度の反省をいかして他県の生徒にどのようなア

プローチをしていくのか検討していくことが必要である。 

・ 中学生が地元の高校のことを知ることが大切である。本年度は、本校の２年生にも

オープンキャンパスに参加するように勧めているが、こうした動きが他校にも広が

るように働きかけたい。 

・ 中学生の進路決定には、親の影響や意見が強い。小学生の段階から親子で工業高校

を見学する場を設けるとよい。また、小学生の地元企業見学会も親子で参加できる

ようにお願いしたい。 

・ 工業高校の定員確保のため、近隣の小中学生と連携を図り高校卒業後のイメージを

ＰＲしていただきたい。  

・ 工業高校の学校紹介ＤＶＤについて中学生や中学校教員に感想を聞いてみると少し

時間が長すぎるとの意見があった。もう少しコンパクトにしてみてはどうか。  

・ 工業高校には、ものラボワークショップなど小中学生が参加するイベントに協力し

ていただき大変に助かっている。ものラボワークショップでは、東京大学の学生よ

りも工業高校の生徒の方が親しみやすいという感想があった。高山市としては、今

後も連携を進めたいので協力をお願いしたい。 

・ 女子生徒の募集について、女子を受入れられるような寮の設置が望ましいが、同窓

会や後援会に働きかけホームステイのようなシステムを検討するとよい。 

 

 


